
イ
ス
ラ
ム
頭
巾
着
用
禁
止
、
信
教
の
自
由
及
び
国
家
の
宗
教
的
中
立
：
二
〇
〇
三
年
及
び
二
〇
一
五
年
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
決
を
巡
っ
て
（
小
林
）

二
四
七

イ
ス
ラ
ム
頭
巾
着
用
禁
止
、
信
教
の
自
由
及
び
国
家
の
宗
教
的
中
立
：

二
〇
〇
三
年
及
び
二
〇
一
五
年
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
決
を
巡
っ
て

小　
　

林　
　

宏　
　

晨

問
題
提
起
：

ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
一
法
廷
は
、
二
〇
一
五
年
三
月
一
三
日
付
判
決

（
1
）

を
以
て
、
公
立
学
校
教
師
の
服
装
に
よ
る
宗
教
的
表
現
の

画
一
的
禁
止
が
そ
の
信
仰
及
び
世
界
観
の
自
由
（
基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
）
と
相
容
れ
な
い
と
判
定
し
た
。

曰
く
、
従
っ
て
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
学
校
法
第
五
七
条
第
四
項
一
文
及
び
二
文
は
、
憲
法
適
合
的
に
、
禁
止
を

正
当
化
す
る
為
に
外
的
宗
教
的
表
現
に
つ
き
、
学
校
の
平
和
あ
る
い
は
国
家
の
中
立
の
侵
害
の
抽
象
的
の
み
な
ら
ず
、
充
分
に
具
体
的
な

論　

説

（
一
一
八
九
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

二
四
八

危
険
が
発
せ
ら
れ
る
方
向
に
制
限
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
キ
リ
ス
ト
教
的
・
西
洋
的
教
養
及
び
文
化
価
値
あ
る
い
は
伝
統
の
特
権
化

と
し
て
想
定
さ
れ
る
学
校
法
第
五
七
条
第
四
項
三
文
は
、
宗
教
的
諸
根
拠
か
ら
す
る
不
利
益
の
禁
止
（
基
本
法
第
三
条
第
三
項
一
文
及
び
第

三
三
条
第
三
項
）（
平
等
原
則
）
に
違
反
し
、
従
っ
て
無
効
で
あ
る
。

前
記
の
判
決
は
、
関
連
す
る
イ
ス
ラ
ム
頭
用
ス
カ
ー
フ
（
あ
る
い
は
頭
巾
）
禁
止
法
律
が
有
効
な
八
ラ
ン
ト
に
該
当
す
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
一
法
廷
の
判
決
は
二
〇
〇
三
年
の
同
裁
判
所
第
二
法
廷
判
決

（
2
）

の
部
分
的
修
正
と
見
做
さ
れ
る
。
当
時

（
二
〇
〇
三
年
）
は
未
だ
諸
ラ
ン
ト
に
事
前
の
頭
用
ス
カ
ー
フ
着
用
禁
止
が
許
さ
れ
て
い
た
。

本
稿
で
は
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
二
〇
〇
三
年
判
決
と
二
〇
一
五
年
判
決
を
検
討
し
な
が
ら
、
信
教
の
自
由
及
び
国
家
の
宗
教
的
中
立
を

巡
る
ド
イ
ツ
の
現
状
確
認
と
展
望
を
試
み
た
い
。

第
一
節　

連
邦
憲
法
裁
判
所
第
二
法
廷
判
決
（
二
〇
〇
三
年
）

先
行
し
た
連
邦
行
政
裁
判
所
（
二
〇
〇
二
年
）、
バ
ー
デ
ン
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
グ
高
等
行
政
裁
判
所
（
二
〇
〇
一
年
）
及
び
シ
ュ
ト
ュ
ッ
ト

ガ
ル
ト
行
政
裁
判
所
の
諸
判
決
な
ら
び
に
一
九
九
八
年
か
ら
一
九
九
九
年
の
シ
ュ
ト
ュ
ッ
ト
ガ
ル
ト
学
校
局
の
複
数
の
通
知
を
理
由
と
す

る
フ
ェ
レ
ス
タ
・
ル
デ
ィ
ン
の
憲
法
異
議
申
立
に
関
わ
る
手
続
の
中
で
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
二
法
廷
の
二
〇
〇
三
年
九
月
二
四
日
付

「
イ
ス
ラ
ム
頭
巾
判
決
」
が
発
せ
ら
れ
た
。
裁
判
所
は
、
判
決
の
中
で
ム
ス
リ
ム
異
議
申
立
人
に
学
校
職
務
遂
行
中
の
イ
ス
ラ
ム
頭
巾
の

（
一
一
九
〇
）



イ
ス
ラ
ム
頭
巾
着
用
禁
止
、
信
教
の
自
由
及
び
国
家
の
宗
教
的
中
立
：
二
〇
〇
三
年
及
び
二
〇
一
五
年
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
決
を
巡
っ
て
（
小
林
）

二
四
九

着
用
を
禁
じ
、
し
か
も
教
師
採
用
を
拒
否
し
た
他
の
諸
裁
判
所
の
判
決
及
び
関
連
す
る
通
知
を
、
基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並

び
に
第
三
三
条
第
三
項
と
結
ぶ
第
三
三
条
第
二
項
か
ら
す
る
異
議
申
立
人
の
諸
権
利
を
侵
害
す
る
と
し
て
破
棄
し
、
事
案
を
連
邦
行
政
裁

判
所
に
差
し
戻
し
た
。
更
に
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
諸
ラ
ン
ト
に
対
し
て
、
こ
の
措
置
に
法
的
基
盤
を
創
設
す
る
為
の
迅
速
な
法
規
制
を

要
求
し
た
。
判
決
は
、
賛
成
五
、
反
対
三
で
決
せ
ら
れ
た

（
3
）

。

判
旨
：

1
．
学
校
や
授
業
で
の
教
師
に
対
す
る
イ
ス
ラ
ム
頭
巾
の
着
用
禁
止
は
、
バ
ー
デ
ン
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
グ
州
現
行
法
の
中
で
充
分
に
確
定

し
た
法
的
基
盤
を
有
し
な
い
。

2
．
宗
教
的
多
様
性
の
増
大
と
結
ぶ
社
会
の
変
遷
は
、
立
法
者
に
対
し
、
学
校
に
お
け
る
宗
教
的
諸
関
連
の
許
容
範
囲
の
新
規
定
へ
の

切
っ
掛
け
と
な
り
得
る
。

1
．
第
二
法
廷
の
判
決
要
旨

第
二
法
廷
の
判
決
要
旨
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

背
景
に
あ
る
状
況
は
、
憲
法
的
に
保
護
さ
れ
て
い
る
複
数
の
法
的
地
位
に
関
わ
る
。

基
本
法
第
三
条
第
二
項
に
よ
り
、
各
ド
イ
ツ
人
に
、
そ
の
適
正
・
資
格
及
び
専
門
的
能
力
に
応
じ
て
等
し
く
公
職
に
就
く
可
能
性
が
開

か
れ
て
い
る
。
そ
の
際
に
、
公
職
へ
の
認
可
と
宗
教
的
告
白
間
の
関
連
は
排
除
さ
れ
て
い
る
。

学
校
と
授
業
に
於
け
る
異
議
申
立
人
の
イ
ス
ラ
ム
頭
巾
の
着
用
は
、
信
教
の
自
由
の
基
本
権
の
保
護
下
に
置
か
れ
て
い
る
。
前
記
基
本

（
一
一
九
一
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

二
五
〇

権
と
は
、
国
家
の
教
育
任
務
と
並
ん
で
、
両
親
の
教
育
権
の
憲
法
益
と
生
徒
の
否
定
的
信
教
の
自
由
が
対
立
す
る
。
更
に
、
国
家
に
命
ぜ

ら
れ
る
宗
教
的
・
世
界
観
的
中
立
は
、
国
家
と
教
会
間
の
厳
格
な
分
離
の
意
味
で
は
な
く
、
全
て
の
諸
告
白
を
同
等
に
奨
励
し
、
開
か
れ

且
つ
広
範
囲
な
態
度
と
理
解
さ
れ
る
。
こ
れ
は
と
り
わ
け
、
義
務
教
育
学
校
の
領
域
に
該
当
す
る
。
キ
リ
ス
ト
教
的
諸
関
連
そ
れ
自
体
は
、

公
立
学
校
の
形
成
に
際
し
て
禁
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
そ
の
学
校
は
他
の
世
界
観
的
・
宗
教
的
内
容
及
び
諸
価
値
に
対
し
て
も
開
か

れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
公
開
性
の
中
に
基
本
法
の
自
由
な
国
家
は
、
そ
の
宗
教
的
・
世
界
観
的
中
立
を
維
持
す
る
の
で
あ
る

（
4
）

。

異
議
申
立
人
が
学
校
や
授
業
で
イ
ス
ラ
ム
頭
巾
（
頭
用
ス
カ
ー
フ
）
の
着
用
を
通
し
て
自
ら
の
信
仰
確
信
を
示
す
自
由
は
、
分
か
ち
合

わ
な
い
信
仰
の
礼
拝
行
為
か
ら
離
れ
る
生
徒
達
の
否
定
的
信
教
の
自
由
と
抵
触
す
る
事
に
な
る
。
多
様
な
信
仰
的
諸
確
信
を
伴
っ
た
社
会

の
中
で
は
、
確
か
に
他
者
の
信
仰
の
表
明
、
礼
拝
行
為
並
び
に
シ
ン
ボ
ル
に
煩
わ
さ
れ
な
い
権
利
は
存
在
し
な
い
。
諸
ラ
ン
ト
は
学
校
制

度
の
中
で
包
括
的
形
成
の
自
由
を
有
し
て
い
る
。
寛
容
命
令
の
考
慮
下
に
お
け
る
一
方
で
教
師
の
肯
定
的
信
教
の
自
由
と
他
方
で
世
界
観

的
・
宗
教
的
中
立
へ
の
国
家
義
務
、
両
親
の
教
育
権
並
び
に
生
徒
の
否
定
的
信
教
の
自
由
間
の
不
可
避
な
緊
張
関
係
は
、
公
開
の
意
思
形

成
過
程
に
於
い
て
全
て
に
と
っ
て
期
待
可
能
な
規
定
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
民
主
的
ラ
ン
ト
立
法
者
が
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
際
に
個
々
の
諸
ラ
ン
ト
は
多
様
な
規
定
に
至
る
事
が
可
能
で
あ
る
。
見
出
さ
れ
る
べ
き
中
庸
に
際
し
て
は
学
校
の
伝
統
、
住
民
の

宗
派
的
構
成
な
ら
び
に
そ
の
多
少
の
宗
教
的
定
着
度
を
考
慮
す
る
事
が
許
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
原
則
は
、
た
と
え
教
師
が
そ
の
個
人
的

基
本
権
た
る
信
教
の
自
由
の
制
限
下
に
学
校
に
お
け
る
そ
の
行
動
に
対
し
て
国
家
の
世
界
観
的
・
宗
教
的
中
立
の
維
持
へ
の
考
慮
を
以
て

義
務
が
課
さ
れ
る
べ
き
と
し
て
も
、
妥
当
す
る

（
5
）

。

（
一
一
九
二
）



イ
ス
ラ
ム
頭
巾
着
用
禁
止
、
信
教
の
自
由
及
び
国
家
の
宗
教
的
中
立
：
二
〇
〇
三
年
及
び
二
〇
一
五
年
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
決
を
巡
っ
て
（
小
林
）

二
五
一

教
師
が
宗
教
的
・
世
界
観
的
諸
関
連
を
学
校
及
び
授
業
に
持
ち
込
む
場
合
、
そ
の
行
為
は
、
中
立
下
に
遂
行
す
べ
き
国
家
の
教
育
任
務
、

両
親
の
教
育
権
及
び
諸
生
徒
の
否
定
的
信
教
の
自
由
を
侵
害
し
得
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
生
徒
が
影
響
さ
れ
、
し
か
も
両
親
と
の
紛
争
が
引

き
起
こ
さ
れ
、
学
校
の
平
和
が
阻
害
さ
れ
、
し
か
も
学
校
の
教
育
任
務
の
遂
行
が
危
険
に
晒
さ
れ
る
事
が
少
な
く
と
も
可
能
に
な
る
。
宗

教
的
動
機
付
け
と
理
解
さ
れ
る
教
師
の
服
装
も
こ
の
様
な
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
ら
は
、
抽
象
的
危
険
に
過
ぎ
な
い
。

教
師
の
具
体
的
行
動
で
は
な
く
、
教
師
の
登
場
を
根
拠
と
す
る
紛
争
あ
る
い
は
危
険
の
単
な
る
可
能
性
が
官
吏
法
的
義
務
違
反
あ
る
い
は

適
正
の
欠
如
と
見
做
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
為
に
は
充
分
に
確
定
し
た
法
的
基
盤
が
必
要
で
あ
る
。
何
故
な
ら
こ
の
様
な
評
価
は
、
基
本

法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
か
ら
し
て
留
保
な
く
付
与
さ
れ
た
基
本
権
の
制
限
に
関
わ
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る

（
6
）

。

ム
ス
リ
ム
女
性
が
着
用
す
る
イ
ス
ラ
ム
頭
巾
の
言
明
内
容
は
極
め
て
多
様
に
受
け
取
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
義
務
と
感
じ
ら
れ
る
宗

教
的
に
裏
付
け
ら
れ
た
服
装
規
定
も
し
く
は
出
身
社
会
の
伝
統
の
象
徴
で
あ
り
得
る
。
最
近
で
は
こ
の
中
に
益
々
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
の

シ
ン
ボ
ル
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
イ
ス
ラ
ム
頭
巾
の
解
釈
は
、
女
性
の
社
会
的
弾
圧
の
シ
ン
ボ
ル
と
短
略
化
さ
れ
て
は
な

ら
な
い
。
そ
の
事
は
最
近
の
研
究
成
果
の
中
に
示
さ
れ
て
い
る
。
若
い
ム
ス
リ
ム
女
性
は
、
出
身
文
化
と
の
断
絶
無
し
に
自
己
決
定
的
生

活
を
遂
行
す
る
為
に
自
発
的
に
イ
ス
ラ
ム
頭
巾
を
選
択
し
て
い
る
。
そ
の
限
り
で
、
異
議
申
立
人
が
、
頭
用
ス
カ
ー
フ
の
着
用
を
通
し
て
、

ム
ス
リ
ム
女
生
徒
に
対
し
て
基
本
法
の
価
値
観
念
に
合
致
す
る
女
性
像
の
展
開
あ
る
い
は
自
ら
の
生
活
へ
の
基
本
法
の
転
換
を
困
難
に
す

る
事
は
証
明
さ
れ
て
い
な
い
。
学
校
や
授
業
に
於
け
る
イ
ス
ラ
ム
頭
巾
の
着
用
が
適
正
の
欠
落
を
根
拠
づ
け
る
か
否
か
の
問
題
は
、
頭
巾

が
観
察
者
に
対
し
て
如
何
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
か
に
掛
っ
て
い
る
。
宗
教
的
表
現
手
段
の
効
果
に
関
し
て
は
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
シ
ン

ボ
ル
が
学
校
当
局
の
指
示
に
よ
る
の
か
、
あ
る
い
は
個
々
の
教
師
の
自
発
的
決
定
に
基
づ
い
た
そ
の
信
教
の
自
由
の
行
使
の
中
で
使
用
さ

（
一
一
九
三
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

二
五
二

れ
た
の
か
が
決
定
的
な
の
で
あ
る
。
国
家
が
学
校
で
個
人
的
決
定
に
基
づ
い
て
着
用
す
る
教
師
の
宗
教
的
意
味
を
持
ち
得
る
服
装
を
忍
従

す
る
事
は
、
学
校
に
宗
教
的
シ
ン
ボ
ル
を
も
た
ら
す
国
家
の
命
令
と
同
置
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
国
家
は
、
個
々
の
女
教
師
の
一
定
の
服

装
の
受
け
入
れ
を
以
て
、
こ
の
言
明
を
自
ら
の
も
の
と
は
せ
ず
、
し
か
も
こ
の
言
明
を
自
ら
の
意
図
で
あ
っ
た
と
も
さ
せ
な
い
。
女
教
師

が
宗
教
上
の
諸
根
拠
か
ら
し
て
着
用
す
る
イ
ス
ラ
ム
頭
巾
は
、
生
徒
達
が
学
校
に
い
る
間
、
授
業
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
女
教
師
と
回
避

の
可
能
性
無
し
に
対
置
さ
せ
ら
れ
て
い
る
が
故
に
、
と
り
わ
け
濃
密
に
生
徒
達
に
影
響
を
及
ぼ
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
イ
ス
ラ
ム
頭
巾
の

着
用
か
ら
生
徒
達
の
宗
教
的
指
向
へ
の
一
定
の
影
響
が
発
せ
ら
れ
る
と
の
結
論
に
対
す
る
確
定
し
た
経
験
的
裏
付
け
は
存
在
し
な
い
。
口

頭
弁
論
の
中
で
聴
聞
さ
れ
た
専
門
家
達
は
発
達
心
理
学
的
観
点
か
ら
す
る
生
徒
達
へ
の
影
響
に
関
し
て
確
定
し
た
認
識
を
報
告
で
き
な

か
っ
た

（
7
）

。

単
な
る
抽
象
的
危
険
の
防
止
を
以
て
根
拠
づ
け
ら
れ
る
教
師
に
対
す
る
学
校
や
授
業
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
頭
巾
の
着
用
禁
止
に
対
し
て

は
、
バ
ー
デ
ン
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
グ
州
で
有
効
な
官
吏
・
学
校
法
的
法
基
盤
は
十
分
で
は
な
い
。
こ
の
事
実
は
決
定
の
中
で
個
別
的
に
根

拠
づ
け
ら
れ
た

（
8
）

。

管
轄
を
有
す
る
ラ
ン
ト
立
法
者
は
、
こ
れ
ま
で
欠
け
て
い
た
法
的
基
盤
を
自
由
に
創
設
で
き
る
。
こ
の
様
に
立
法
者
は
、
憲
法
的
課
題

の
枠
内
で
学
校
に
お
け
る
宗
教
的
諸
関
連
の
許
容
範
囲
を
新
た
に
規
定
で
き
る
。
そ
の
際
に
立
法
者
は
、
教
師
、
生
徒
及
び
両
親
の
基
本

権
的
に
保
護
さ
れ
る
法
的
立
場
な
ら
び
に
国
家
の
世
界
観
的
・
宗
教
的
中
立
へ
の
義
務
を
適
切
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

増
大
す
る
宗
教
的
多
様
性
と
結
ぶ
社
会
的
変
遷
は
、
学
校
に
お
け
る
宗
教
的
諸
関
連
の
許
容
程
度
を
新
た
に
決
定
す
る
切
っ
掛
け
を
提

（
一
一
九
四
）



イ
ス
ラ
ム
頭
巾
着
用
禁
止
、
信
教
の
自
由
及
び
国
家
の
宗
教
的
中
立
：
二
〇
〇
三
年
及
び
二
〇
一
五
年
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
決
を
巡
っ
て
（
小
林
）

二
五
三

供
し
得
る
。
学
校
は
異
な
っ
た
宗
教
的
諸
見
解
が
不
可
避
に
遭
遇
し
、
し
か
も
こ
の
並
存
が
と
り
わ
け
敏
感
に
作
用
す
る
場
で
あ
る
。
学

校
に
お
け
る
増
大
す
る
宗
教
的
多
様
性
を
取
り
入
れ
、
し
か
も
相
互
寛
容
の
実
行
の
為
の
手
段
と
し
て
利
用
し
、
こ
の
様
に
し
て
同
化
の

為
の
寄
与
を
行
う
事
に
対
す
る
諸
根
拠
を
提
示
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
記
述
さ
れ
た
展
開
と
は
、
学
校
に
お
け
る
可
能
な
紛
争
の

よ
り
大
き
な
潜
在
力
が
結
び
つ
い
て
い
る
。
従
っ
て
学
校
領
域
に
お
け
る
国
家
の
中
立
義
務
に
は
よ
り
厳
格
な
、
且
つ
こ
れ
ま
で
以
上
に

距
離
を
置
い
た
意
味
付
け
を
付
与
し
、
し
か
も
こ
れ
に
従
っ
て
教
師
の
外
的
現
象
像
を
通
し
て
仲
介
さ
れ
た
宗
教
的
諸
関
連
を
生
徒
達
か

ら
原
則
的
に
引
き
離
し
、
こ
の
よ
う
に
し
て
生
徒
達
、
両
親
並
び
に
他
の
教
師
達
と
の
紛
争
を
最
初
か
ら
回
避
す
る
為
の
十
分
な
諸
根
拠

が
存
在
し
得
る
。

如
何
に
し
て
変
遷
し
た
諸
関
係
に
対
応
す
る
か
は
執
行
府
の
決
定
事
項
で
は
な
い
。
寧
ろ
こ
の
為
に
は
民
主
的
に
正
当
化
さ
れ
た
立
法

者
に
よ
る
規
定
が
必
要
で
あ
る
。
立
法
者
の
み
が
行
政
官
庁
や
裁
判
所
が
請
求
で
き
な
い
評
価
特
権
を
有
し
て
い
る
。

学
校
制
度
に
お
け
る
国
家
と
宗
教
の
関
係
に
関
す
る
立
法
的
決
定
の
要
素
と
し
て
の
公
立
学
校
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
頭
巾
着
用
禁
止
は
、

信
教
の
自
由
の
制
限
を
許
す
。
こ
の
承
認
は
、
欧
州
人
権
条
約
第
九
条
に
合
致
し
て
い
る
。
法
治
国
家
原
理
と
民
主
制
の
命
令
は
基
本
権

実
現
の
基
準
を
自
ら
制
定
す
る
事
を
立
法
者
に
義
務
付
け
て
い
る
。
そ
の
事
は
、
と
り
わ
け
関
係
基
本
権
が
本
件
に
お
け
る
よ
う
に
、
憲

法
に
よ
っ
て
留
保
な
く
保
障
さ
れ
、
し
か
も
あ
る
規
定
が
そ
れ
に
よ
っ
て
必
然
的
に
そ
の
憲
法
内
在
的
制
限
を
決
定
し
、
且
つ
具
体
化
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
種
の
諸
規
定
は
、
こ
れ
ほ
ど
の
影
響
力
の
あ
る
諸
決
定
が
そ
の
諸
見
解
を
形
成
し
、
主
張
し
、
し
か
も
人
民
代
表
に
公
開
の
論
議

の
中
で
基
本
権
介
入
の
必
然
性
と
程
度
を
解
明
さ
せ
る
機
会
を
公
衆
に
提
供
す
る
手
続
か
ら
生
ず
る
事
を
確
保
す
る
為
に
議
会
に
留
保
さ

れ
て
い
る

（
9
）

。

（
一
一
九
五
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

二
五
四

2
．
第
二
法
廷
の
反
対
意
見
（
イ
ェ
ン
チ
ュ
、
デ
ィ
フ
ァ
ビ
オ
及
び
メ
ー
リ
ン
グ
ホ
フ
）

第
二
法
廷
の
反
対
意
見
の
要
旨
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

ａ
．
官
吏
の
基
本
権
保
護
は
機
能
的
に
制
限
さ
れ
得
る

法
廷
の
多
数
が
採
用
し
た
官
吏
の
宗
教
的
及
び
世
界
観
的
自
由
に
関
わ
る
職
務
義
務
の
根
拠
付
け
の
為
の
法
律
の
留
保
は
、
こ
れ
ま
で

裁
判
所
に
お
い
て
も
、
文
献
に
お
い
て
も
、
異
議
申
立
人
自
身
に
よ
っ
て
も
主
張
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
採
用
に
基
づ
き
、
学
校
の
教
養

及
び
教
育
空
間
に
お
け
る
国
家
の
中
立
へ
の
憲
法
的
基
本
問
題
が
区
別
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
多
数
派
は
、
権
力
分
立
シ
ス
テ
ム
や
公

職
就
任
に
お
け
る
基
本
権
の
効
力
の
理
解
に
於
い
て
、
基
本
法
に
予
定
さ
れ
て
い
な
い
瑕
疵
展
開
に
至
っ
て
い
る
。
最
後
に
、
法
廷
の
多

数
派
は
、
ラ
ン
ト
立
法
者
に
自
ら
採
用
し
た
憲
法
状
況
に
順
応
す
る
可
能
性
を
与
え
ず
、
し
か
も
裁
判
と
行
政
に
、
ラ
ン
ト
法
が
制
定
さ

れ
る
ま
で
の
間
如
何
な
る
手
続
を
採
る
べ
き
か
を
明
ら
か
に
し
な
い
。
こ
れ
に
加
え
反
対
意
見
は
、
個
別
的
に
以
下
の
よ
う
に
主
張
す
る
。

官
吏
の
為
の
基
本
権
保
護
は
機
能
的
に
制
限
さ
れ
て
い
る
。
官
吏
に
な
る
者
は
、
自
由
な
意
思
決
定
の
中
で
国
家
の
側
に
立
つ
。
官
吏

と
な
っ
た
教
師
は
、
既
に
最
初
か
ら
両
親
や
生
徒
と
同
一
の
基
本
権
保
護
を
享
有
し
な
い
。
こ
れ
ら
の
教
師
は
、
む
し
ろ
基
本
権
に
拘
束

さ
れ
る
。
何
故
な
ら
公
権
力
行
使
に
関
与
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
官
吏
の
職
務
義
務
は
公
権
力
が
官
吏
の
人
格
の
中
で
対
峙
す
る
市
民

の
自
由
の
裏
面
で
あ
る
。
職
務
義
務
を
以
て
国
家
は
そ
の
内
部
領
域
の
中
で
同
等
の
法
律
的
及
び
憲
法
的
に
忠
実
な
行
政
を
確
保
す
る
。

採
用
請
求
権
を
持
た
な
い
応
募
者
の
法
的
地
位
は
、
国
家
に
対
す
る
基
本
権
保
持
者
の
防
御
的
観
点
か
ら
見
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。
官

吏
関
係
へ
の
自
発
的
就
任
を
以
て
応
募
者
は
、
自
由
下
に
、
公
共
の
福
祉
へ
の
拘
束
と
雇
用
者
へ
の
忠
実
の
決
定
を
し
た
。
学
校
法
に
お

け
る
法
律
の
留
保
の
効
力
は
、
過
去
に
於
い
て
官
吏
と
な
っ
た
教
師
の
為
で
は
な
く
、
両
親
と
生
徒
の
為
に
拡
大
さ
れ
た
。
基
本
権
に

（
一
一
九
六
）



イ
ス
ラ
ム
頭
巾
着
用
禁
止
、
信
教
の
自
由
及
び
国
家
の
宗
教
的
中
立
：
二
〇
〇
三
年
及
び
二
〇
一
五
年
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
決
を
巡
っ
て
（
小
林
）

二
五
五

よ
っ
て
義
務
付
け
ら
れ
た
教
師
の
中
に
主
に
基
本
権
の
担
い
手
を
認
め
、
し
か
も
こ
れ
に
よ
っ
て
両
親
と
生
徒
に
対
し
て
、
そ
の
自
由
の

請
求
権
を
向
け
る
者
は
、
両
親
と
生
徒
の
自
由
を
縮
小
さ
せ
る
。
官
吏
は
、
自
由
意
識
の
あ
る
国
民
で
あ
り
、
し
か
も
同
時
に
奉
仕
義
務

の
原
則
的
優
位
及
び
そ
こ
に
体
現
さ
れ
る
民
主
的
諸
機
関
の
意
思
を
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
。
市
民
と
国
家
間
の
特
別
に
近
い
関
係
と
し
て

の
官
吏
関
係
は
、
正
に
官
吏
の
基
本
権
請
求
権
に
よ
っ
て
刻
印
さ
れ
た
法
関
係
で
は
な
い
。
こ
こ
で
判
断
さ
れ
る
べ
き
適
性
判
断
は
、
信

仰
へ
の
介
入
と
混
同
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

官
吏
の
中
立
義
務
は
、
憲
法
そ
の
も
の
か
ら
生
ず
る
。
従
っ
て
法
廷
の
多
数
の
根
拠
付
け
は
、
社
会
と
国
家
の
関
係
に
関
す
る
憲
法
の

根
本
的
言
明
と
相
容
れ
な
い
。
と
り
わ
け
民
主
的
意
思
の
実
現
に
於
け
る
公
務
の
地
位
が
誤
認
さ
れ
て
い
る
。

以
下
の
事
項
が
こ
れ
に
加
え
ら
れ
る
。
官
吏
に
な
ろ
う
と
す
る
者
は
、
公
権
力
へ
の
接
近
を
求
め
、
し
か
も
異
議
申
立
人
の
如
く
、
国

家
へ
の
特
別
の
職
務
及
び
忠
実
関
係
の
創
設
を
求
め
る
。
こ
の
義
務
的
地
位
は
、
公
務
の
任
務
と
目
的
が
こ
れ
を
必
要
と
す
る
限
り
、
原

則
的
に
官
吏
に
も
妥
当
す
る
基
本
権
の
保
護
と
重
な
る
。
官
吏
に
課
さ
れ
る
諸
義
務
は
、
民
主
的
法
治
国
家
の
諸
任
務
の
遂
行
へ
の
市
民

の
信
頼
に
と
っ
て
決
定
的
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
宗
教
的
及
び
世
界
観
的
領
域
に
と
っ
て
も
国
家
の
原
則
的
中
立
義
務
に
合
致
す
る
国
家
の

中
立
及
び
抑
制
命
令
が
続
く
。
こ
の
命
令
は
、
雇
用
者
が
法
治
国
家
的
及
び
物
的
に
効
果
的
な
行
政
の
そ
れ
ぞ
れ
の
必
要
に
従
っ
て
職
務

義
務
を
確
定
す
る
職
業
官
吏
制
度
を
特
徴
づ
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
原
理
は
、
直
接
憲
法
に
よ
っ
て
妥
当
し
て
い
る
。
官
吏
の
抑
制
と

中
立
へ
の
要
求
は
、
従
っ
て
一
般
的
で
も
な
い
し
、
学
校
関
係
に
於
い
て
、
更
な
る
法
律
的
具
体
化
も
必
要
と
し
な
い

（
10
）

。

ｂ
．
異
議
申
立
人
の
要
求
は
官
吏
の
抑
制
及
び
中
立
命
令
と
相
容
れ
な
い

こ
れ
ら
の
諸
基
準
に
従
え
ば
、
学
校
授
業
に
於
い
て
異
議
申
立
人
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
た
妥
協
な
き
イ
ス
ラ
ム
頭
巾
の
着
用
は
、
官
吏

（
一
一
九
七
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

二
五
六

の
抑
制
及
び
中
立
命
令
と
相
容
れ
な
い
。
官
吏
応
募
者
の
適
性
を
否
定
す
る
為
に
は
、「
学
校
の
平
和
の
具
体
的
危
険
」
を
必
要
と
し
な

い
。
こ
の
採
択
は
適
性
判
断
の
為
の
判
断
基
準
を
誤
認
し
て
い
る
。
職
務
義
務
違
反
を
理
由
と
す
る
終
身
官
吏
の
職
務
か
ら
の
除
去
は
限

定
的
に
し
か
可
能
で
は
な
い
。
従
っ
て
雇
用
者
は
、
既
に
事
前
に
適
性
審
査
の
枠
内
で
、
基
本
法
第
三
三
条
第
五
項
か
ら
帰
結
さ
れ
る
職

務
義
務
を
守
る
保
障
を
提
示
し
な
い
誰
も
が
官
吏
に
な
ら
な
い
為
の
配
慮
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
様
な
紛
争
ケ
ー
ス
に
於
い
て

は
、
抽
象
的
な
危
険
状
況
が
決
定
的
な
の
で
は
な
い
。
寧
ろ
自
ら
を
体
現
し
、
官
吏
を
通
し
て
行
動
す
る
国
家
が
そ
の
官
吏
の
行
動
を
規

制
す
る
為
に
警
察
法
的
危
険
ラ
イ
ン
の
適
用
を
必
要
と
す
る
事
は
、
官
吏
法
的
機
能
留
保
に
矛
盾
す
る
。
官
吏
の
職
務
義
務
の
具
体
化
の

為
に
は
危
険
状
況
の
科
学
的
経
験
的
証
明
を
必
要
と
し
な
い
。
著
し
い
衣
服
シ
ン
ボ
ル
を
通
し
て
、
理
解
可
能
な
方
式
で
紛
争
が
現
れ
る
。

正
当
に
も
専
門
裁
判
所
は
そ
こ
か
ら
出
発
し
た
。
異
議
申
立
人
に
よ
っ
て
想
定
さ
れ
た
女
性
の
イ
ス
ラ
ム
的
覆
い
命
令
の
非
妥
協
的
遂
行

と
し
て
の
イ
ス
ラ
ム
頭
巾
着
用
は
、
イ
ス
ラ
ム
宗
教
共
同
体
内
外
の
多
く
に
人
々
に
と
っ
て
、
と
り
わ
け
性
の
相
互
関
係
に
と
っ
て
、
宗

教
的
に
根
拠
づ
け
ら
れ
た
文
化
政
策
的
言
明
で
あ
る
。
法
廷
多
数
派
は
、
こ
の
状
況
に
充
分
な
比
重
を
付
与
せ
ず
、
従
っ
て
女
性
の
覆
い

隠
し
が
男
性
へ
の
従
属
を
保
障
す
る
と
の
観
点
が
イ
ス
ラ
ム
信
仰
の
支
持
者
の
相
当
数
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
て
お
り
、
従
っ
て
基
本
法
に

於
い
て
も
明
確
に
強
調
さ
れ
て
い
る
男
女
同
権
と
の
対
立
を
惹
起
す
る
か
否
か
の
問
題
と
取
組
ま
な
か
っ
た

（
11
）

。

ｃ
．
法
廷
の
多
数
派
は
ラ
ン
ト
立
法
者
の
地
位
を
不
安
定
化
す
る

バ
ー
デ
ン
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
グ
州
議
会
は
、
明
文
を
以
て
異
議
申
立
人
の
ケ
ー
ス
を
き
っ
か
け
と
し
て
正
式
の
法
律
の
制
定
を
行
わ
な

い
と
表
明
し
た
。
憲
法
か
ら
直
接
生
ず
る
制
限
を
宣
言
的
に
写
生
す
る
ラ
ン
ト
立
法
者
に
委
ね
ら
れ
た
任
務
は
、
自
己
の
任
務
で
は
な
い
。

ま
し
て
や
、
こ
の
種
の
法
律
は
、
多
分
後
の
手
続
き
の
中
で
新
た
に
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
審
査
対
象
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
加

（
一
一
九
八
）



イ
ス
ラ
ム
頭
巾
着
用
禁
止
、
信
教
の
自
由
及
び
国
家
の
宗
教
的
中
立
：
二
〇
〇
三
年
及
び
二
〇
一
五
年
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
決
を
巡
っ
て
（
小
林
）

二
五
七

え
、
憲
法
適
合
規
定
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
国
民
代
表
が
不
確
実
の
ま
ま
に
置
か
れ
る
事
に
な
る
。

反
対
意
見
は
、
更
に
未
決
の
諸
問
題
を
以
下
の
様
に
提
示
す
る
。

究
極
的
に
ラ
ン
ト
立
法
者
は
採
用
さ
れ
た
新
た
な
憲
法
状
況
に
順
応
で
き
な
い
。
裁
判
と
行
政
は
ラ
ン
ト
法
の
制
定
に
至
る
ま
で
如
何

な
る
行
動
を
採
る
べ
き
か
に
つ
い
て
教
示
さ
れ
て
い
な
い
。
法
廷
は
決
定
が
熟
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
憲
法
的
原
則
問
題
に
解
答

し
て
い
な
い
。
法
廷
多
数
の
職
務
義
務
の
根
拠
付
け
に
対
す
る
法
律
留
保
へ
の
予
期
し
な
い
要
求
を
以
て
、
手
続
参
加
者
と
し
て
の
国
家

に
も
帰
属
す
る
法
律
上
の
審
問
を
請
求
す
る
権
利
が
十
分
に
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
種
の
法
律
の
留
保
は
、
口
頭
弁
論
に
お
い
て
も
、

法
的
対
話
の
本
格
的
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
。
ラ
ン
ト
は
、
こ
の
為
に
見
解
表
明
の
機
会
が
提
供
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
で

あ
る
。
こ
の
種
の
訴
訟
上
の
怠
慢
に
鑑
み
て
、
法
律
の
留
保
に
対
す
る
こ
れ
ま
で
の
憲
法
的
判
例
か
ら
し
て
も
、
適
切
な
過
渡
的
期
間
が

与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
そ
の
事
は
驚
愕
的
決
定
の
影
響
を
縮
小
し
た
は
ず
で
あ
る
。
ラ
ン
ト
立
法
者
は
、
本
件
に
対
し
て
も
、
効

果
的
法
律
的
基
盤
を
創
設
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。

最
後
に
連
邦
行
政
裁
判
所
が
如
何
に
し
て
棄
却
さ
れ
た
法
的
紛
争
を
将
来
に
向
け
て
扱
う
べ
き
か
不
明
に
留
ま
る
。
一
方
で
裁
判
所
は
、

法
廷
多
数
の
採
用
に
基
づ
い
て
、
訴
え
を
許
容
す
る
事
に
よ
っ
て
、
官
吏
法
的
に
規
制
事
実
に
導
き
、
他
方
で
ラ
ン
ト
議
会
が
教
師
関
連

法
的
基
盤
を
創
設
す
る
ま
で
の
間
、
行
政
法
手
続
を
破
棄
す
る
事
に
な
ろ
う

（
12
）

。

第
二
節　

連
邦
憲
法
裁
判
所
第
一
法
廷
判
決
（
二
〇
一
五
年
）

二
〇
一
五
年
三
月
一
三
日
付
決
議
を
以
て
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
一
法
廷
は
、
教
師
の
外
的
イ
メ
ー
ジ
を
通
し
た
公
立
学
校
に
お
け
る
宗

（
一
一
九
九
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

二
五
八

教
的
表
現
の
画
一
的
禁
止
が
教
師
の
信
仰
及
び
告
白
の
自
由
（
基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
）
と
相
容
れ
な
い
と
決
定
し
た
。
曰

く
：
従
っ
て
、
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
学
校
法
第
五
七
条
第
四
項
第
一
文
及
び
第
二
文
は
、
憲
法
適
合
的
に
、
こ
の
禁
止

を
正
当
化
す
る
為
に
、
外
的
宗
教
的
表
現
に
よ
っ
て
、
学
校
の
平
和
あ
る
い
は
国
家
的
中
立
の
抽
象
的
の
み
な
ら
ず
充
分
に
具
体
的
危
険

が
発
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
制
限
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
西
洋
キ
リ
ス
ト
教
的
教
養
及
び
文
化
価
値
あ
る
い
は
伝
統
に

有
利
な
特
権
化
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
の
学
校
法
第
五
七
条
第
四
項
第
三
文
は
、
宗
教
的
根
拠
か
ら
す
る
不
利
益
の
禁
止
（
基
本
法

第
三
条
三
項
一
文
及
び
第
三
三
条
第
三
項
）
に
違
反
し
、
従
っ
て
無
効
で
あ
る
。
開
始
手
続
き
に
お
け
る
労
働
諸
裁
判
所
の
諸
判
決
は
憲
法

的
諸
要
請
を
充
足
し
て
い
な
い
。
法
廷
は
、
こ
れ
ら
の
諸
判
決
を
破
棄
し
、
事
案
を
州
労
働
裁
判
所
に
差
し
戻
し
た
。
判
決
は
賛
成
六
対

反
対
二
で
決
せ
ら
れ
た
。
シ
ュ
ル
ッ
ク
ビ
ー
ア
判
事
と
ヘ
ル
マ
ン
判
事
は
反
対
意
見
を
提
出
し
た

（
13
）

。
尚
キ
ル
ヒ
ホ
ッ
フ
副
裁
判
長
は
、
予

断
の
危
険
を
理
由
と
し
て
審
議
か
ら
外
さ
れ
た

（
14
）

。

Ⅰ
．
判
決
に
至
る
手
続
経
過
：

憲
法
異
議
申
立
は
、
異
議
申
立
人
が
学
校
職
務
中
に
宗
教
的
根
拠
か
ら
被
っ
て
い
る
イ
ス
ラ
ム
頭
巾
並
び
に
代
替
物
と
し
て
の
ベ
レ
ー

帽
を
脱
ぐ
事
を
拒
否
し
た
が
故
に
労
働
諸
裁
判
所
に
よ
っ
て
追
認
さ
れ
た
制
裁
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
異
議
申
立
は
、
同
時
に
間
接

的
に
二
〇
〇
六
年
六
月
一
三
日
付
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
学
校
法
（S

chulG
N
W

）
第
五
七
条
第
四
項
及
び
第
五
八
条
第

二
項
に
も
向
け
ら
れ
て
い
る
。

（
一
二
〇
〇
）



イ
ス
ラ
ム
頭
巾
着
用
禁
止
、
信
教
の
自
由
及
び
国
家
の
宗
教
的
中
立
：
二
〇
〇
三
年
及
び
二
〇
一
五
年
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
決
を
巡
っ
て
（
小
林
）

二
五
九

ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
学
校
法
（S

chulG
N
W

）
第
五
七
条
第
四
項
第
一
文
に
よ
り
、
教
師
は
学
校
に
於
い
て
、
生
徒

並
び
に
両
親
に
対
す
る
ラ
ン
ト
の
中
立
あ
る
い
は
政
治
的
、
宗
教
的
あ
る
い
は
世
界
観
的
学
校
平
和
を
危
険
に
晒
す
あ
る
い
は
邪
魔
す
る

事
に
適
す
る
如
何
な
る
政
治
的
、
宗
教
的
あ
る
い
は
類
似
的
外
的
表
明
も
発
し
て
は
な
ら
な
い
。
第
二
文
に
よ
り
、
と
り
わ
け
教
師
が
人

間
の
尊
厳
、
同
権
、
自
由
権
あ
る
い
は
自
由
民
主
的
基
本
秩
序
に
対
立
す
る
印
象
を
生
徒
あ
る
い
は
両
親
に
与
え
る
様
な
外
的
態
度
は
禁

じ
ら
れ
る
。
第
三
文
に
よ
り
ラ
ン
ト
憲
法
に
よ
る
教
育
任
務
の
遂
行
及
び
関
連
す
る
西
洋
キ
リ
ス
ト
教
的
教
養
及
び
文
化
価
値
あ
る
い
は

伝
統
の
提
示
は
、
第
一
文
に
よ
る
行
動
命
令
に
矛
盾
し
な
い
。
こ
れ
ら
の
諸
規
定
は
、
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
学
校
法

（S
chulG

N
W

）
第
五
八
条
第
二
文
に
よ
り
、
そ
の
他
の
ラ
ン
ト
職
務
に
従
事
す
る
教
育
的
及
び
社
会
教
育
的
職
員
に
も
妥
当
す
る
。

両
異
議
申
立
人
は
、
ド
イ
ツ
国
籍
を
有
す
る
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
あ
る
。

異
議
申
立
人
（1 B

vR
 471/10

）
は
、
一
九
九
七
年
以
来
社
会
教
育
者
と
し
て
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
の
公
立
総
合

学
校
に
所
属
し
て
い
た
。
職
務
遂
行
中
に
イ
ス
ラ
ム
頭
巾
を
脱
ぐ
事
を
州
教
育
機
関
が
要
求
し
た
事
に
対
し
異
議
申
立
人
は
最
初
こ
れ
に

従
わ
ず
、
後
に
頭
巾
を
ベ
レ
ー
帽
に
替
え
た
。
州
教
育
機
関
は
こ
れ
に
警
告
を
発
し
た
。
異
議
申
立
人
の
労
働
諸
裁
判
所
へ
の
訴
え
は
、

全
て
の
段
階
で
成
功
し
な
か
っ
た
。

異
議
申
立
人
（1 B

vR
 1181/10

）
は
、
二
〇
〇
一
年
教
職
員
と
し
て
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
と
の
雇
用
関
係
に
入
っ

た
。
申
立
人
は
複
数
の
学
校
で
ト
ル
コ
語
を
教
え
た
。
申
立
人
は
職
務
中
に
イ
ス
ラ
ム
頭
巾
を
脱
ぐ
事
を
拒
否
し
た
。
州
は
警
告
を
発
し

た
後
、
申
立
人
を
解
雇
し
た
。
申
立
人
の
労
働
諸
裁
判
所
で
の
全
て
の
訴
え
は
失
敗
に
帰
し
た

（
15
）

。

（
一
二
〇
一
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

二
六
〇

Ⅱ
．
法
廷
判
決
の
要
点
：

許
容
さ
れ
る
憲
法
異
議
申
立
は
、
本
質
的
に
根
拠
づ
け
ら
れ
る
。

1
．
制
限
的
解
釈
の
み
が
基
本
法
に
合
致

ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
学
校
法
（S

chulG
N
W

）
第
五
七
条
第
四
項
第
一
文
及
び
第
二
文
な
ら
び
に
第
五
八
条
第
二
文

は
、
教
師
の
外
見
を
通
し
た
宗
教
的
表
明
の
ケ
ー
ス
に
於
い
て
は
、
制
限
的
解
釈
の
基
準
に
よ
っ
て
の
み
基
本
法
と
相
容
れ
る

（
16
）

。

ａ
）
コ
ー
ラ
ン
の
規
定
が
決
定
的

信
仰
及
び
告
白
の
自
由
た
る
基
本
権
（
基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
）
は
、
公
立
宗
派
混
合
学
校
に
お
け
る
教
師
に
も
宗
教
を
根

拠
と
し
て
義
務
と
理
解
さ
れ
る
覆
い
命
令
を
充
足
す
る
自
由
を
保
障
し
て
い
る
。
個
別
ケ
ー
ス
に
於
い
て
何
が
宗
教
の
行
使
と
見
做
さ
れ

る
か
に
つ
い
て
の
評
価
に
際
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
宗
教
共
同
体
及
び
個
々
の
基
本
権
担
い
手
の
自
己
理
解
が
考
察
か
ら
外
さ
れ
て

は
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
国
家
の
諸
機
関
は
、
こ
の
行
動
が
実
際
に
も
説
得
的
方
式
で
基
本
法
第
四
条
の
保
護
領
域
に
帰
属
す
る
事

を
充
分
に
説
明
さ
れ
て
い
る
か
否
か
を
検
証
し
、
決
定
す
る
事
が
許
さ
れ
る
。
こ
の
事
は
異
議
申
立
人
に
該
当
す
る
。
こ
こ
で
は
、
女
性

の
為
の
衣
服
規
定
の
厳
密
な
内
容
が
イ
ス
ラ
ム
学
者
の
中
で
争
い
が
あ
り
、
し
か
も
イ
ス
ラ
ム
の
他
の
方
向
で
は
義
務
的
覆
い
命
令
が
な

い
事
実
は
重
要
で
は
な
い
。
こ
の
種
の
考
え
が
イ
ス
ラ
ム
の
多
様
な
方
向
で
広
が
り
、
し
か
も
取
分
け
コ
ー
ラ
ン
の
二
つ
の
場
所
で
規
定

さ
れ
て
い
る
事
で
充
分
で
あ
る

（
17
）

。

（
一
二
〇
二
）



イ
ス
ラ
ム
頭
巾
着
用
禁
止
、
信
教
の
自
由
及
び
国
家
の
宗
教
的
中
立
：
二
〇
〇
三
年
及
び
二
〇
一
五
年
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
決
を
巡
っ
て
（
小
林
）

二
六
一

ｂ
）
同
権
命
令
の
重
要
性

異
議
申
立
人
の
信
教
の
自
由
へ
の
介
入
は
重
大
で
あ
る
。
彼
女
達
は
宗
教
的
推
奨
を
適
用
す
る
ば
か
り
か
、
自
ら
に
と
っ
て
イ
ス
ラ
ム

部
分
の
自
己
理
解
に
合
致
し
て
、
経
験
的
に
そ
の
個
人
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
触
れ
（
基
本
法
第
一
条
第
一
項
と
結
ぶ
、
第
二
条
第
一
項
）、

従
っ
て
学
校
職
務
に
於
け
る
こ
の
覆
い
禁
止
が
彼
女
達
に
と
っ
て
職
業
へ
の
入
口
の
障
害
と
成
り
得
る
（
基
本
法
第
一
二
条
第
一
項
）
公
の

命
令
的
宗
教
的
覆
い
禁
止
で
あ
る
事
を
説
得
的
に
説
明
し
た
。
こ
の
様
な
方
式
で
実
質
的
に
取
分
け
ム
ス
リ
ム
女
性
達
は
教
師
と
し
て
の

有
資
格
的
職
業
活
動
か
ら
引
き
離
さ
れ
て
い
る
事
実
は
、
同
時
に
女
性
達
の
実
質
的
同
権
（
基
本
法
第
三
条
第
二
項
）
の
命
令
に
対
す
る
正

当
化
を
必
要
と
す
る
緊
張
関
係
に
あ
る

（
18
）

。

ｃ
）
抽
象
的
危
険
の
み
で
は
不
十
分
で
比
例
不
適
合

こ
の
介
入
は
、
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
学
校
法
（S

chulG
N
W

）
第
五
七
条
第
四
項
第
一
文
の
解
釈
が
労
働
裁
判
所
に

よ
っ
て
禁
止
の
為
に
学
校
の
平
和
あ
る
い
は
国
家
の
中
立
の
単
な
る
抽
象
的
危
険
で
充
分
で
あ
る
と
設
定
さ
れ
る
場
合
に
は
、
比
例
不
適

合
で
あ
る

（
19
）

。

aa
）
州
学
校
法
制
定
者
は
紛
争
回
避
義
務
あ
り

ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
学
校
法
（S

chulG
N
W

）
制
定
者
は
、
そ
の
第
五
七
条
第
四
項
一
文
に
お
け
る
外
的
宗
教
的

表
明
の
禁
止
を
以
て
正
当
な
目
標
を
追
求
し
て
い
る
。
其
の
関
心
事
項
は
、
学
校
の
平
和
と
国
家
の
中
立
を
維
持
し
、
こ
の
よ
う
に
し
て

国
家
の
教
育
任
務
を
確
保
し
、
生
徒
や
両
親
の
対
立
す
る
基
本
権
を
保
護
し
且
つ
こ
れ
に
よ
っ
て
予
め
紛
争
を
回
避
す
る
事
で
あ
る

（
20
）

。

（
一
二
〇
三
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

二
六
二

bb
）
立
法
者
は
期
待
可
能
性
の
限
界
を
尊
重
す
る
義
務
あ
り

確
か
に
立
法
者
は
、
実
際
的
所
与
と
発
展
の
判
断
の
為
の
評
価
特
権
を
有
し
て
は
い
る
が
、
教
育
者
の
信
教
及
び
告
白
の
自
由
の
基
本

権
の
比
重
と
意
義
へ
の
適
切
な
関
係
を
維
持
し
、
且
つ
総
合
評
価
に
際
し
て
は
、
期
待
可
能
性
の
限
界
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
21
）

。

⑴　

宗
教
的
特
徴
の
あ
る
衣
服
の
着
用
は
宗
教
的
多
元
社
会
の
反
映
に
過
ぎ
な
い

宗
教
的
特
徴
の
あ
る
衣
服
の
着
用
は
、
最
初
か
ら
生
徒
の
否
定
的
信
教
及
び
告
白
の
自
由
（
基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
）
を
侵

害
す
る
と
見
做
し
て
は
な
ら
な
い
。
教
師
が
口
頭
で
そ
の
立
場
あ
る
い
は
そ
の
信
仰
の
為
に
宣
伝
し
、
し
か
も
生
徒
達
に
対
し
自
ら
の
立

場
を
越
え
て
影
響
を
与
え
よ
う
と
試
み
な
い
限
り
、
生
徒
達
は
教
師
の
行
使
さ
れ
た
肯
定
的
信
教
の
自
由
に
対
置
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な

い
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
他
の
信
仰
あ
る
い
は
他
の
世
界
観
を
伴
っ
た
他
の
教
師
の
立
場
を
通
し
て
高
々
相
対
化
さ
れ
且
つ
調
整
さ
れ
る

に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
限
り
で
混
合
宗
派
的
共
同
学
校
の
中
に
宗
教
的
に
多
元
的
社
会
が
反
映
さ
れ
る
事
に
な
る

（
22
）

。

⑵　

教
師
か
ら
生
徒
を
隔
離
す
る
両
親
の
請
求
権
は
、
導
き
出
し
得
な
い

両
親
の
基
本
権
（
基
本
法
第
六
条
第
二
項
）
か
ら
も
同
様
の
帰
結
が
現
れ
る
。
広
め
ら
れ
て
い
る
宗
教
的
保
護
規
定
か
ら
結
論
付
け
ら
れ

る
こ
の
種
の
教
師
か
ら
生
徒
を
隔
離
す
る
両
親
の
請
求
権
は
、
導
き
出
し
得
な
い

（
23
）

。

⑶　

国
家
の
中
立
義
務
か
ら
す
る
頭
巾
禁
止
は
具
体
的
危
険
を
前
提
と
す
る

こ
れ
に
加
え
、
世
界
観
的
、
宗
教
的
中
立
義
務
の
維
持
下
に
充
足
す
べ
き
国
家
の
教
育
任
務
（
基
本
法
第
七
条
第
一
項
）
も
イ
ス
ラ
ム
的

（
一
二
〇
四
）



イ
ス
ラ
ム
頭
巾
着
用
禁
止
、
信
教
の
自
由
及
び
国
家
の
宗
教
的
中
立
：
二
〇
〇
三
年
及
び
二
〇
一
五
年
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
決
を
巡
っ
て
（
小
林
）

二
六
三

頭
巾
の
着
用
を
通
し
た
教
師
の
肯
定
的
信
教
の
自
由
の
行
使
に
一
般
的
に
対
立
す
る
も
の
で
は
な
い
。
国
家
の
教
育
任
務
は
、
学
校
の
平

和
あ
る
い
は
国
家
の
中
立
に
対
す
る
具
体
化
す
る
充
分
に
具
体
的
な
危
険
が
確
認
で
き
る
場
合
に
の
み
、
追
体
験
可
能
な
命
令
と
理
解
さ

れ
る
信
仰
命
令
に
帰
結
さ
れ
る
外
的
行
動
の
禁
止
を
正
当
化
す
る

（
24
）

。

⒜　

教
師
の
宗
教
的
所
属
の
可
視
化
は
国
家
の
宗
教
的
中
立
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
な
い

国
家
に
課
さ
れ
る
世
界
観
的
・
宗
教
的
中
立
は
国
家
と
教
会
の
厳
格
な
意
味
で
の
分
離
と
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
全
て
の
告
白

の
為
の
信
仰
の
自
由
を
同
等
に
奨
励
す
る
開
か
れ
且
つ
横
断
的
な
行
動
と
理
解
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。
こ
の
事
は
国
家
に
よ
っ
て
配
慮
さ

れ
た
学
校
領
域
に
も
妥
当
す
る
。
個
々
の
教
師
の
宗
教
的
あ
る
い
は
世
界
観
的
所
属
の
単
な
る
可
視
化
は
、
必
ず
し
も
国
家
の
世
界
観

的
・
宗
教
的
中
立
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
な
い

（
25
）

。

⒝　

禁
止
に
は
危
険
の
具
体
性
が
不
可
欠

学
校
の
平
和
あ
る
い
は
国
家
の
中
立
の
単
な
る
抽
象
的
危
険
に
結
び
つ
く
外
的
宗
教
的
表
明
の
厳
格
且
つ
全
州
的
禁
止
は
、
い
ず
れ
に

せ
よ
こ
こ
に
存
在
す
る
ケ
ー
ス
状
況
で
は
関
係
異
議
申
立
人
達
に
と
っ
て
期
待
可
能
で
は
な
い
し
、
し
か
も
彼
女
達
の
信
教
の
自
由
へ
の

基
本
権
を
不
適
切
に
排
除
す
る
。
何
故
な
ら
、
個
々
の
教
師
達
に
よ
る
頭
巾
（
頭
用
ス
カ
ー
フ
）
の
着
用
を
以
て
教
室
に
お
け
る
国
家
責

任
の
十
字
架
あ
る
い
は
（
キ
リ
ス
ト
像
付
き
）
十
字
架
と
は
異
な
り
、
特
定
信
仰
と
の
国
家
の
如
何
な
る
一
体
化
も
結
び
つ
か
な
い
か
ら
で

あ
る
。
こ
れ
に
異
議
申
立
人
達
が
追
体
験
可
能
に
義
務
と
感
ず
る
信
仰
命
令
を
充
足
す
る
事
実
も
加
わ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
彼
女
達
の

信
教
の
自
由
は
、
価
値
考
量
に
於
い
て
、
任
意
の
信
仰
規
定
よ
り
は
は
る
か
に
大
き
な
比
重
を
得
る
事
に
な
る

（
26
）

。

（
一
二
〇
五
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

二
六
四

教
師
の
外
的
現
象
像
が
学
校
の
平
和
あ
る
い
は
国
家
の
中
立
の
充
分
に
具
体
的
な
危
険
あ
る
い
は
阻
害
に
導
き
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
に

本
質
的
に
寄
与
す
る
場
合
に
は
こ
れ
と
異
な
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
彼
女
達
に
、
追
体
験
可
能
に
義
務
と
感
じ
ら
れ
る
宗
教
的
覆
い
命
令

へ
の
追
随
か
ら
離
れ
る
事
が
期
待
可
能
と
な
ろ
う
。
こ
れ
に
加
え
、
一
定
の
学
校
あ
る
い
は
学
区
に
於
い
て
正
し
い
宗
教
的
行
動
に
関
す

る
実
質
的
紛
争
状
況
故
に
、
相
当
数
の
ケ
ー
ス
に
於
い
て
、
学
校
の
平
和
あ
る
い
は
国
家
の
中
立
に
対
し
充
分
に
具
体
的
な
危
険
へ
の
境

界
に
到
達
す
る
場
合
に
は
、
一
定
期
間
外
的
宗
教
的
表
現
を
よ
り
一
般
的
に
中
断
す
る
憲
法
的
に
承
認
す
べ
き
必
要
が
存
在
し
得
る
。
そ

の
よ
う
な
場
合
に
は
先
ず
、
当
事
者
の
他
の
教
育
上
の
利
用
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
事
に
な
る

（
27
）

。

し
か
し
な
が
ら
立
法
者
が
こ
れ
に
対
し
て
如
何
な
る
区
別
規
定
も
行
わ
な
い
限
り
、
教
師
達
の
信
教
の
自
由
の
排
除
は
、
少
な
く
と
も

国
家
の
中
立
あ
る
い
は
学
校
の
平
和
に
対
し
て
充
分
に
具
体
的
な
危
険
が
証
明
で
き
る
場
合
に
の
み
、
論
議
の
対
象
と
さ
れ
る
憲
法
益
の

適
切
な
調
整
と
し
て
考
慮
さ
れ
得
る
。
し
か
も
そ
の
事
は
、
生
徒
達
に
対
し
て
他
の
宗
教
や
世
界
観
に
対
し
て
も
寛
容
を
仲
介
す
る
事
が

「
混
合
宗
派
」
と
表
示
さ
れ
る
共
同
学
校
の
任
務
と
さ
れ
る
背
景
に
妥
当
す
る
の
だ
。
こ
の
理
想
は
、
イ
ス
ラ
ム
頭
巾
（
頭
用
ス
カ
ー
フ
）、

ユ
ダ
ヤ
キ
ッ
パ
、
カ
ト
リ
ッ
ク
修
道
女
の
服
装
あ
る
い
は
顕
在
的
に
担
わ
れ
る
十
字
架
の
如
く
宗
教
と
関
わ
り
の
あ
る
服
装
の
着
用
を
通

し
て
も
体
験
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

イ
ス
ラ
ム
頭
巾
（
頭
用
ス
カ
ー
フ
）
の
着
用
の
み
で
は
、
通
常
充
分
に
具
体
的
危
険
を
創
設
し
な
い
。
イ
ス
ラ
ム
頭
巾
の
着
用
そ
れ
自

体
か
ら
は
、
宣
伝
的
あ
る
い
は
布
教
的
効
果
は
発
せ
ら
れ
な
い
。
こ
の
頭
巾
が
ム
ス
リ
ム
女
性
の
多
数
に
よ
っ
て
着
用
さ
れ
な
い
と
し
て

も
、
ド
イ
ツ
に
於
い
て
イ
ス
ラ
ム
頭
巾
は
稀
で
は
な
い
。
単
な
る
可
視
的
確
認
可
能
性
は
、
学
校
に
於
い
て
、
個
別
的
基
本
権
確
認
の
帰

結
と
し
て
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
原
則
的
に
他
の
宗
教
的
あ
る
い
は
世
界
観
的
告
白
の
確
認
負
担
か
ら
逃
れ
る
憲
法

（
一
二
〇
六
）



イ
ス
ラ
ム
頭
巾
着
用
禁
止
、
信
教
の
自
由
及
び
国
家
の
宗
教
的
中
立
：
二
〇
〇
三
年
及
び
二
〇
一
五
年
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
決
を
巡
っ
て
（
小
林
）

二
六
五

的
請
求
権
が
存
在
し
な
い
事
と
同
様
で
あ
る

（
28
）

。

ｄ
）
頭
巾
着
用
禁
止
に
際
し
画
一
的
結
論
付
け
は
不
可

こ
の
解
釈
基
準
は
、
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
学
校
法
（S

chulG
N
W

）
第
五
七
条
第
四
項
第
二
文
に
も
妥
当
す
る
。
基

本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
基
本
権
的
保
障
へ
の
考
慮
か
ら
し
て
、
イ
ス
ラ
ム
頭
巾
あ
る
い
は
他
の
信
仰
所
属
を
顕
示
す
る
頭
巾

の
着
用
そ
れ
自
体
が
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
学
校
法
（S

chulG
N
W

）
第
五
七
条
第
四
項
第
二
文
に
よ
り
、
生
徒
達
あ
る

い
は
両
親
に
必
然
的
に
、
頭
巾
を
着
用
す
る
者
が
人
間
の
尊
厳
、
基
本
法
第
三
条
に
よ
る
同
権
、
自
由
基
本
権
あ
る
い
は
自
由
民
主
的
基

本
秩
序
に
反
対
し
て
い
る
と
の
印
象
を
惹
起
し
得
る
行
動
と
推
定
す
る
事
は
間
違
っ
て
い
る
。
こ
の
様
な
画
一
的
結
論
付
け
は
禁
じ
ら
れ

る
。
例
え
ば
頭
巾
の
着
用
が
個
人
的
着
用
決
定
、
伝
統
あ
る
い
は
一
体
感
の
表
明
と
し
て
現
れ
、
あ
る
い
は
着
用
女
性
が
自
ら
の
信
仰
規

定
、
と
り
わ
け
自
ら
が
義
務
と
見
做
す
覆
い
命
令
を
厳
格
に
尊
重
す
る
イ
ス
ラ
ム
女
性
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
場
合
、
更
な
る

状
況
の
発
生
が
な
い
場
合
で
も
、
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
学
校
法
（S

chulG
N
W

）
第
五
七
条
第
四
項
第
二
文
で
指
摘
さ

れ
た
憲
法
的
諸
原
則
か
ら
の
隔
離
と
解
釈
さ
れ
て
は
な
ら
な
い

（
29
）

。
…
…

ｅ
）
連
邦
労
働
裁
判
所
の
決
定
は
異
議
申
立
人
の
基
本
権
（
第
四
条
）
を
侵
害

専
門
裁
判
所
、
つ
ま
り
連
邦
労
働
裁
判
所
の
攻
撃
対
象
諸
決
定
は
、
命
じ
ら
れ
て
い
る
憲
法
適
合
的
制
限
的
解
釈
に
正
当
に
対
応
し
て

い
な
い
。
こ
の
諸
決
定
は
従
っ
て
、
基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
か
ら
す
る
異
議
申
立
人
達
の
基
本
権
を
侵
害
す
る

（
30
）

。

（
一
二
〇
七
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

二
六
六

2
．
西
洋
キ
リ
ス
ト
教
的
教
養
及
び
文
化
価
値
あ
る
い
は
伝
統
の
提
示
は
平
等
規
定
に
違
反

西
洋
キ
リ
ス
ト
教
的
教
養
及
び
文
化
価
値
あ
る
い
は
伝
統
の
提
示
に
有
利
な
特
権
規
定
と
し
て
立
法
者
に
よ
っ
て
意
図
さ
れ
た
ノ
ル
ト

ラ
イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
学
校
法
（S

chulG
N
W

）
第
五
七
条
第
四
項
第
三
文
は
、
信
仰
及
び
宗
教
的
観
点
を
根
拠
と
す
る
他
の
諸

宗
教
の
所
属
員
の
平
等
に
違
反
す
る
差
別
を
構
成
す
る
（
基
本
法
第
三
条
第
三
項
第
一
文
、
第
三
三
条
第
三
項

（
31
）

）。

ａ
）
宗
教
を
根
拠
と
す
る
直
接
的
不
平
等
扱
い
は
憲
法
的
に
正
当
化
で
き
な
い

ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
学
校
法
（S

chulG
N
W

）
第
五
七
条
第
四
項
の
全
体
構
想
は
、
立
法
手
続
の
中
で
現
れ
た
観
念

に
従
え
ば
、
規
定
の
第
三
文
の
中
で
第
一
文
の
外
的
宗
教
的
表
明
禁
止
の
免
除
及
び
こ
れ
に
よ
っ
て
宗
教
を
根
拠
と
す
る
直
接
的
不
平
等

扱
い
を
生
じ
さ
せ
る
事
に
な
る
。
こ
の
様
な
不
平
等
扱
い
は
、
憲
法
的
に
正
当
化
さ
れ
得
な
い
。
学
校
に
於
け
る
教
師
に
よ
る
外
的
宗
教

的
表
明
が
禁
じ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
原
則
的
に
区
別
な
く
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
32
）

。

ｂ
）
西
洋
キ
リ
ス
ト
教
的
教
養
価
値
及
び
伝
統
の
優
遇
は
正
当
化
さ
れ
得
な
い

西
洋
キ
リ
ス
ト
教
的
教
養
価
値
及
び
伝
統
に
遡
及
さ
れ
得
な
い
外
的
宗
教
的
表
明
の
不
利
益
な
扱
い
に
対
す
る
支
え
得
る
根
拠
は
認
識

さ
れ
得
な
い
。
客
観
的
考
察
か
ら
し
て
、
イ
ス
ラ
ム
的
頭
巾
の
着
用
の
中
に
男
女
の
包
括
的
法
的
差
別
扱
い
の
賛
同
の
符
号
が
認
め
ら
れ
、

従
っ
て
、
こ
の
着
用
者
の
教
師
職
へ
の
適
正
が
疑
問
視
さ
れ
る
と
主
張
さ
れ
る
な
ら
ば
、
こ
の
様
な
画
一
的
結
論
は
禁
じ
ら
れ
る
。
こ
の

様
に
誤
認
さ
れ
た
正
当
化
の
根
拠
は
、
一
般
化
す
る
考
察
の
中
で
、
決
し
て
非
西
洋
キ
リ
ス
ト
教
文
化
価
値
及
び
伝
統
に
対
し
て
区
別
的

根
拠
を
提
供
で
き
な
い
事
実
に
よ
っ
て
失
敗
せ
ざ
る
を
得
な
い

（
33
）

。

（
一
二
〇
八
）



イ
ス
ラ
ム
頭
巾
着
用
禁
止
、
信
教
の
自
由
及
び
国
家
の
宗
教
的
中
立
：
二
〇
〇
三
年
及
び
二
〇
一
五
年
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
決
を
巡
っ
て
（
小
林
）

二
六
七

ｃ
）
キ
リ
ス
ト
教
的
及
び
ユ
ダ
ヤ
教
的
宗
教
的
表
明
の
正
当
化
の
可
能
性
は
生
じ
な
い

同
様
に
、
キ
リ
ス
ト
教
的
及
び
ユ
ダ
ヤ
教
的
に
定
着
し
た
宗
教
的
表
明
に
対
し
て
支
え
得
る
正
当
化
の
可
能
性
は
生
じ
な
い
。
教
育
任

務
の
遂
行
は
、
職
務
義
務
の
遂
行
に
際
し
て
一
定
宗
教
に
所
属
す
る
職
務
遂
行
者
の
優
遇
を
正
当
化
し
な
い
。
ラ
ン
ト
憲
法
的
諸
規
定
か

ら
国
家
の
学
校
制
度
の
キ
リ
ス
ト
教
的
関
連
が
引
き
出
さ
れ
得
る
と
し
て
も
、
そ
の
事
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
世
俗
化
さ
れ
た
諸
価
値
に
関

わ
ら
し
め
る
べ
き
で
あ
る

（
34
）

。

ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
学
校
法
（S

chulG
N
W

）
第
五
七
条
第
四
項
第
三
文
の
憲
法
適
合
的
制
限
的
解
釈
は
、
連
邦
労

働
裁
判
所
が
そ
の
諸
決
定
を
基
礎
づ
け
た
よ
う
に
、
可
能
で
は
な
い
。
連
邦
労
働
裁
判
所
は
、
な
か
ん
ず
く
、
第
三
文
の
意
味
で
の
西
洋

キ
リ
ス
ト
教
的
教
養
及
び
文
化
諸
価
値
の
「
表
現
」
が
第
一
文
の
意
味
で
の
個
別
的
告
白
の
「
表
明
」
と
同
一
視
で
き
な
い
事
実
に
焦
点

を
合
わ
せ
た
。
し
か
も
「
キ
リ
ス
ト
教
的
」
の
概
念
は
、
信
仰
内
容
か
ら
離
れ
、
西
洋
キ
リ
ス
ト
教
的
伝
統
か
ら
生
じ
た
価
値
世
界
を
表

示
し
て
い
る
。
こ
の
種
の
解
釈
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
憲
法
適
合
的
規
範
解
釈
の
限
界
を
越
え
、
し
か
も
裁
判
官
的
法
律
拘
束
と
相
容
れ

な
い
（
基
本
法
第
二
〇
条
第
三
項
）。
こ
の
解
釈
に
は
立
法
者
の
明
確
に
認
識
可
能
な
意
思
が
対
立
す
る
。
こ
の
意
思
は
、
立
法
手
続
の
終

結
以
前
に
行
わ
れ
た
制
限
的
解
釈
の
可
能
性
の
検
討
を
通
し
て
も
変
化
し
な
か
っ
た
。
こ
の
検
討
は
、
ラ
ン
ト
議
会
が
憲
法
上
の
リ
ス
ク

を
意
識
し
て
い
た
事
実
を
認
識
さ
せ
る
に
過
ぎ
な
い

（
35
）

。

連
邦
労
働
裁
判
所
に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
た
解
釈
の
中
で
、
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
学
校
法
（S

chulG
N
W

）
第
五
七
条

第
四
項
第
三
文
の
規
定
に
は
高
々
明
確
化
機
能
し
か
帰
属
し
な
い
。
そ
れ
と
関
わ
り
な
く
、
こ
の
解
釈
に
際
し
て
は
、
そ
の
語
句
か
ら
し

（
一
二
〇
九
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

二
六
八

て
可
能
な
更
な
る
理
解
に
際
し
て
、
差
別
的
行
政
実
践
の
為
の
開
示
と
理
解
可
能
で
、
し
か
も
立
法
手
続
に
於
け
る
不
明
確
性
が
意
識
的

に
採
用
さ
れ
た
規
範
が
有
効
に
留
ま
っ
て
い
る
。
同
様
に
攻
撃
対
象
と
さ
れ
る
決
定
が
基
盤
と
す
る
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ

ン
学
校
法
（S

chulG
N
W

）
第
五
七
条
第
四
項
第
三
文
は
、
従
っ
て
、
基
本
法
第
三
条
第
三
項
第
一
文
、
第
三
三
条
第
三
項
と
相
容
れ
ず
、

し
か
も
無
効
で
あ
る
と
宣
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
36
）

。

シ
ュ
ル
ッ
ク
ビ
ー
ア
判
事
及
び
ヘ
ル
マ
ン
判
事
の
反
対
意
見
：

1
．
州
学
校
法
（S

chulG
N
W

）
第
五
七
条
の
制
限
的
解
釈
は
憲
法
的
に
命
じ
ら
れ
て
い
な
い

法
廷
が
要
求
し
て
い
る
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
学
校
法
（S

chulG
N
W

）
第
五
七
条
第
四
項
第
一
文
の
制
限
的
解
釈
は
、

憲
法
的
に
命
じ
ら
れ
て
は
い
な
い
。
こ
の
解
釈
は
、
世
界
観
的
宗
教
的
中
立
へ
の
義
務
の
維
持
下
に
充
足
す
べ
き
国
家
の
教
育
任
務
の
意

義
と
教
師
の
信
教
の
自
由
へ
の
関
係
に
お
け
る
両
親
の
教
育
権
及
び
生
徒
達
の
否
定
的
信
教
の
自
由
の
保
護
に
対
し
あ
ま
り
に
も
低
い
比

重
し
か
認
め
て
い
な
い
。
法
廷
は
受
入
れ
ら
れ
な
い
程
に
、
正
に
混
合
宗
派
的
公
立
学
校
の
特
徴
と
さ
れ
る
多
極
的
基
本
権
関
係
に
際
し

て
ラ
ン
ト
学
校
法
の
余
地
を
狭
め
て
い
る

（
37
）

。

ａ
）
ラ
ン
ト
立
法
者
の
自
由
は
宗
教
的
諸
関
連
を
生
徒
達
か
ら
離
し
お
く
可
能
性
も
含
む

法
廷
は
ラ
ン
ト
立
法
者
に
正
に
公
立
学
校
領
域
の
為
に
法
律
的
に
規
定
す
る
任
務
を
指
示
し
、
そ
の
限
り
で
立
法
者
が
学
校
に
お
け
る

宗
教
的
関
連
を
許
容
す
る
か
、
あ
る
い
は
厳
格
な
中
立
理
解
故
に
学
校
か
ら
離
す
と
す
る
二
〇
〇
三
年
九
月
二
四
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所

（
一
二
一
〇
）



イ
ス
ラ
ム
頭
巾
着
用
禁
止
、
信
教
の
自
由
及
び
国
家
の
宗
教
的
中
立
：
二
〇
〇
三
年
及
び
二
〇
一
五
年
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
決
を
巡
っ
て
（
小
林
）

二
六
九

第
二
法
廷

（
38
）

の
い
わ
ゆ
る
頭
巾
判
決
の
基
準
と
指
摘
か
ら
離
れ
た
。
ラ
ン
ト
立
法
者
の
形
成
の
自
由
は
、
生
徒
達
、
両
親
あ
る
い
は
他
の
教

師
達
と
の
紛
争
を
予
め
回
避
す
る
為
に
教
師
の
外
見
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
仲
介
さ
れ
る
宗
教
的
諸
関
連
を
生
徒
達
か
ら
原
則
的
に
離
し
お

く
可
能
性
も
含
ん
で
い
る
。
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
及
び
他
の
諸
州
に
お
け
る
学
校
立
法
者
が
関
連
す
る
法
律
を
規
定

す
る
切
っ
掛
け
と
し
た
こ
の
基
準
は
憲
法
的
判
断
に
対
し
て
も
予
測
可
能
な
憲
法
裁
判
制
度
の
利
益
の
為
に
も
土
台
と
す
べ
き
だ

（
39
）

。

ｂ
）
ラ
ン
ド
立
法
者
は
、
宗
教
的
表
明
の
一
般
的
禁
止
に
と
っ
て
充
分
で
あ
る
と
の
主
張
に
対
す
る
良
き
か
つ
支
え
得
る
諸
根
拠
を
有

し
て
い
る

ラ
ン
ド
の
学
校
法
立
法
者
は
、
既
に
学
校
の
平
和
と
国
家
の
中
立
に
対
す
る
抽
象
的
危
険
が
論
議
の
対
象
と
さ
れ
る
外
的
イ
メ
ー
ジ
を

通
し
た
宗
教
的
表
明
の
一
般
的
禁
止
に
と
っ
て
、
充
分
で
あ
る
と
の
主
張
に
対
す
る
良
き
か
つ
支
え
得
る
諸
根
拠
を
有
し
て
い
る
。
立
法

者
に
よ
っ
て
追
求
さ
れ
る
正
当
な
目
標
の
転
換
に
対
す
る
こ
の
様
な
解
決
も
適
切
か
つ
期
待
可
能
で
あ
る
と
判
断
で
き
る

（
40
）

。

aa
）
教
師
に
よ
る
宗
教
的
特
徴
の
あ
る
衣
服
の
着
用
が
生
徒
達
の
否
定
的
信
教
の
自
由
並
び
に
両
親
の
基
本
権
を
侵
害
し
な
い
と
す
る

法
廷
評
価
は
現
実
に
正
当
に
対
応
し
て
い
な
い

教
師
に
よ
る
宗
教
的
特
徴
の
あ
る
衣
服
の
着
用
が
生
徒
達
の
否
定
的
信
教
の
自
由
並
び
に
両
親
の
基
本
権
を
侵
害
し
な
い
と
す
る
法
廷

の
評
価
を
我
々
は
現
実
に
正
当
に
対
応
し
て
い
な
い
と
考
え
る
。
前
記
の
評
価
は
、
生
徒
・
教
師
関
係
が
生
徒
達
と
両
親
に
対
し
て
不
可

避
に
顕
示
さ
れ
た
特
殊
な
依
存
関
係
で
あ
る
事
実
を
疎
か
に
し
て
い
る
。
教
師
の
任
務
は
な
か
ん
ず
く
、
生
徒
達
を
教
育
・
評
価
す
る
事

で
あ
る
（
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
学
校
法
（S

chulG
N
W

）
第
五
七
条
第
一
項
）。
そ
の
事
は
、
宗
教
的
表
現
に
対
し
て
社
会
的
日

（
一
二
一
一
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

二
七
〇

常
に
お
け
る
よ
り
も
は
る
か
に
強
く
顕
示
す
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
教
師
に
は
学
校
の
生
徒
た
ち
と
の
交
流
に
於
い
て
、
模
範
機
能
が

帰
属
す
る
。
教
師
の
行
動
は
、
一
定
の
宗
教
的
服
装
規
定
へ
の
従
属
を
含
め
て
、
そ
の
若
さ
ゆ
え
に
、
そ
の
観
点
が
未
だ
十
分
に
定
着
し

て
い
な
い
人
々
に
影
響
を
与
え
る
。
宗
教
的
服
装
規
定
順
守
に
関
す
る
極
め
て
開
か
れ
た
論
議
は
、
教
師
個
人
に
関
わ
る
限
り
、
学
校
の

特
別
な
依
存
関
係
に
於
い
て
は
、
高
々
限
定
的
で
し
か
あ
り
得
な
い
。
最
後
に
教
師
に
よ
る
宗
教
的
に
特
徴
の
あ
る
服
装
の
着
用
は
、
生

徒
た
ち
及
び
両
親
の
中
の
紛
争
に
導
き
、
か
つ
こ
れ
を
奨
励
す
る
事
が
可
能
に
な
る

（
41
）

。

bb
）
教
師
は
職
務
の
担
い
手
で
あ
り
、
宗
教
的
視
点
で
も
国
家
の
中
立
が
義
務
付
け
ら
れ
る

確
か
に
教
師
は
そ
の
個
人
的
信
教
の
自
由
を
享
有
し
て
い
る
。
し
か
し
教
師
は
同
時
に
職
務
の
担
い
手
で
あ
り
、
従
っ
て
宗
教
的
視
点

に
於
い
て
も
国
家
の
中
立
の
奨
励
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
何
故
な
ら
国
家
は
、
匿
名
的
存
在
と
し
て
で
は
無
く
、
そ
の
職
務
保
持
者

及
び
そ
の
教
師
を
通
し
て
の
み
行
動
す
る
事
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
国
家
の
中
立
義
務
は
従
っ
て
、
そ
の
職
務
保
持
者
の
中
立
へ
の
義

務
以
外
の
何
物
で
も
な
い

（
42
）

。

cc
）
多
く
の
ラ
ン
ト
で
は
国
家
の
中
立
の
為
の
抽
象
的
危
険
に
基
づ
く
禁
止
で
充
分
と
す
る

立
法
者
は
、
多
く
の
ラ
ン
ト
議
会
に
お
け
る
聴
聞
会
の
中
で
既
に
大
幅
に
予
防
的
禁
止
に
対
す
る
そ
の
決
定
に
際
し
て
、
専
門
知
識
の

あ
る
教
職
者
の
考
え
を
裏
付
け
る
事
が
で
き
た
。
そ
の
態
度
決
定
は
、
既
に
学
校
の
平
和
と
国
家
の
中
立
の
為
の
抽
象
的
危
険
の
場
合
に

お
け
る
宗
教
的
表
明
の
一
般
的
、
ラ
ン
ト
規
模
の
且
つ
統
一
的
禁
止
の
意
義
を
明
確
化
し
て
い
る
。
し
か
も
学
校
実
践
に
於
け
る
充
分
に

具
体
的
な
危
険
へ
の
限
定
に
よ
っ
て
、
益
々
状
況
検
査
的
且
つ
証
拠
提
示
的
諸
問
題
が
生
ず
る
事
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
学
校
行

（
一
二
一
二
）



イ
ス
ラ
ム
頭
巾
着
用
禁
止
、
信
教
の
自
由
及
び
国
家
の
宗
教
的
中
立
：
二
〇
〇
三
年
及
び
二
〇
一
五
年
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
決
を
巡
っ
て
（
小
林
）

二
七
一

政
に
よ
っ
て
必
然
的
に
生
徒
や
両
親
の
参
加
の
下
に
決
着
が
つ
け
ら
れ
、
し
か
も
可
能
な
紛
争
の
、
教
育
任
務
に
と
っ
て
重
要
性
の
低
い

俗
人
化
を
強
化
す
る
事
に
な
る

（
43
）

。

dd
）
教
師
の
基
本
権
行
使
の
忍
従
に
限
定
す
る
国
家
行
為
は
有
効
に
あ
ら
ず

国
家
が
自
ら
に
直
接
帰
属
し
な
い
教
師
の
個
人
的
基
本
権
行
使
を
忍
従
す
る
の
み
で
、
し
か
も
生
徒
達
が
明
白
に
教
師
の
個
人
的
決
定

に
帰
属
す
る
一
定
の
服
装
を
見
る
事
の
み
を
指
向
す
る
評
価
は
有
効
で
は
な
い
。
国
家
の
責
任
に
帰
さ
れ
得
る
シ
ン
ボ
ル
と
教
師
の
個
人

的
・
宗
教
的
特
徴
の
あ
る
服
装
間
の
単
純
化
さ
れ
た
区
別
は
、
教
師
の
個
人
的
基
本
権
行
使
と
生
徒
達
に
与
え
得
る
影
響
を
フ
ェ
ー
ド
ア

ウ
ト
す
る

（
44
）

。

ｃ
）
教
師
の
宗
教
的
表
明
の
禁
止
は
、
学
校
の
平
和
と
国
家
の
中
立
に
対
す
る
抽
象
的
危
険
に
お
い
て
憲
法
的
に
問
題
が
な
い

要
約
す
る
な
ら
ば
、
我
々
の
観
点
か
ら
し
て
、
教
師
の
外
的
イ
メ
ー
ジ
を
通
し
た
宗
教
的
表
明
の
禁
止
は
、
既
に
学
校
の
平
和
と
国
家

の
中
立
に
対
す
る
抽
象
的
危
険
に
お
い
て
憲
法
的
に
問
題
が
な
い
。
欧
州
人
権
裁
判
所
の
判
例
に
よ
れ
ば
、
強
い
表
現
力
の
宗
教
的
に
特

徴
の
あ
る
服
装
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
が
限
定
的
に
要
求
さ
れ
て
い
る

（
45
）

。
…
…

臨
時
結
論
及
び
展
望

こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
導
き
出
し
得
る
臨
時
結
論
は
凡
そ
以
下
の
よ
う
に
要
約
さ
れ
よ
う
。

（
一
二
一
三
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

二
七
二

ド
イ
ツ
国
家
に
お
け
る
「
イ
ス
ラ
ム
頭
巾
着
用
禁
止
」
問
題
は
多
様
な
諸
事
項
と
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
な
か
ん
ず
く
「
信
教
の

自
由
」、「
職
業
（
選
択
）
の
自
由
」、「
平
等
原
則
」、「
両
親
の
教
育
権
」、「
民
主
国
家
の
中
立
」
並
び
に
「
政
教
分
離
」
あ
る
い
は
「
政

教
相
互
補
完
」
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
社
会
の
「
世
俗
化
」
の
度
合
い
も
前
記
の
問
題
と
関
連
し
て
い
る
。

ド
イ
ツ
国
家
に
お
け
る
宗
教
共
同
体
の
多
数
派
と
少
数
派
の
関
係
も
問
題
と
さ
れ
る
。

宗
教
共
同
体
間
の
相
互
寛
容
の
必
要
も
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。

ド
イ
ツ
の
世
俗
化
さ
れ
た
社
会
へ
の
「
イ
ス
ラ
ム
グ
ル
ー
プ
」
の
新
規
参
入
か
ら
生
ず
る
相
互
理
解
の
欠
落
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
長
期

的
に
は
相
互
学
習
及
び
相
互
順
応
に
よ
り
問
題
の
法
治
国
家
的
解
決
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
ド
イ
ツ
社
会
の
中
に
組
み
込
ま
れ
た
イ
ス
ラ
ム
並
行
社
会
は
、
そ
の
両
性
間
の
特
殊
な
上
下
関
係
等
に
よ
り
、
同
化

を
困
難
に
し
て
い
る
。
し
か
も
服
装
が
宗
教
的
背
景
を
有
す
る
場
合
に
は
、
解
決
が
極
め
て
困
難
に
な
る
。

と
は
言
っ
て
も
問
題
は
、
相
互
寛
容
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
た
法
治
国
家
的
解
決
以
外
は
考
え
ら
れ
な
い
。

現
在
の
様
に
中
近
東
・
ア
フ
リ
カ
の
紛
争
激
化
に
よ
る
ド
イ
ツ
社
会
で
の
難
民
の
急
激
な
増
加
は
当
然
の
こ
と
に
、
ド
イ
ツ
社
会
に
於

け
る
難
民
の
同
化
を
困
難
に
す
る
。

こ
の
様
な
現
状
に
対
し
て
、
両
判
決
は
、
極
め
て
冷
静
な
対
応
を
試
み
て
い
る
。
例
え
ば
、
二
〇
〇
三
年
判
決
（2 B

vR
 1436/02

）
は
、

「
学
校
や
授
業
で
の
教
師
に
対
す
る
イ
ス
ラ
ム
頭
巾
の
着
用
禁
止
が
バ
ー
デ
ン
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
グ
州
現
行
法
の
中
で
充
分
に
確
定
し
た

法
的
基
盤
を
有
し
な
い
。」
と
し
て
禁
止
の
為
の
立
法
を
促
し
た
。

他
方
、
二
〇
一
五
年
判
決
（1 B

vR
 471/10 ‒ 1 B

vR
 1181/10

）
は
、
宗
教
告
白
未
確
定
の
公
立
共
同
学
校
教
師
の
信
教
の
自
由
を
強

化
し
、
単
な
る
抽
象
的
危
険
と
結
ぶ
宗
教
的
表
明
の
厳
し
い
禁
止
が
信
教
の
自
由
を
有
す
る
女
教
師
達
に
と
っ
て
一
般
的
に
期
待
不
可
能

（
一
二
一
四
）



イ
ス
ラ
ム
頭
巾
着
用
禁
止
、
信
教
の
自
由
及
び
国
家
の
宗
教
的
中
立
：
二
〇
〇
三
年
及
び
二
〇
一
五
年
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
決
を
巡
っ
て
（
小
林
）

二
七
三

で
あ
り
、
該
当
す
る
女
教
師
の
外
的
イ
メ
ー
ジ
が
学
校
の
平
和
あ
る
い
は
国
家
の
宗
教
的
中
立
の
具
体
的
危
険
あ
る
い
は
障
害
に
導
く
場

合
に
の
み
、
こ
の
禁
止
が
期
待
可
能
と
な
る
と
判
定
し
た
。
し
か
も
判
決
は
、「
公
立
共
同
学
校
の
教
師
達
に
よ
る
宗
教
的
表
明
が
学
校

の
平
和
と
国
家
の
中
立
の
維
持
を
目
的
と
し
て
禁
じ
ら
れ
る
場
合
、
こ
の
禁
止
が
全
て
の
信
仰
と
世
界
観
に
対
し
区
別
な
く
適
用
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
し
て
、
結
果
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
の
特
権
化
を
禁
じ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
社
会
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
教
と

キ
リ
ス
ト
教
の
法
的
平
等
が
確
定
し
た
。
将
来
も
法
的
平
等
に
配
慮
さ
れ
る
事
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

近
年
増
大
す
る
ド
イ
ツ
を
含
む
西
欧
へ
の
難
民
の
急
激
な
増
大
傾
向
に
対
す
る
右
翼
民
族
主
義
的
諸
政
党
の
台
頭
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

ド
イ
ツ
社
会
は
必
ず
し
も
安
定
し
て
い
な
い
。
こ
の
様
な
状
況
か
ら
し
て
、
安
定
要
因
と
し
て
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
更
な
る
冷
静
な
対

応
が
期
待
さ
れ
る
。

（
1
） P

ressem
itteilung N

r.14/2015 vom
 13.M

ärz 2015

（
2
） P

ressem
itteilung N

r.71/2003 vom
 24.S

eptem
ber 2003

（
3
） P

ressem
itteilung

（
註
．2
）（2003

）,S.1; 

小
林
宏
晨
、
頭
用
ス
カ
ー
フ
着
用
の
女
教
師
と
信
仰
の
自
由
│
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例

（
二
〇
〇
三
年
）
研
究
、
法
学
紀
要
第
四
六
巻
（
平
成
一
七
年
三
月
一
日
発
効
）
五
一
ペ
ー
ジ
以
下; R

einhard M
üller,E

ine L
ehrerin m

it 

K
opftuch oder die F

rage des w
ahrenIslam

s,in:F
A
Z
N
etvom

03.06.2003;JochenL
effers,K

opftuch-K
ontroverse:K

ulturkam
pf in 

K
arlsruhe,in:S

piegel O
nline vom

 24.09,2003; V
erfassungsgericht:L

ehrerin darf vorerst m
it K

opftuch unterrichten,in:S
piegel 

O
nline vom

 24.09.2003;R
einhard M

üller,K
opftuch-S

teit:R
eligionsfreiheit und staatliche N

eutralität,in:F
A
Z
 O

nline vom
 

24.09.2003; H
eike S

chm
oll,K

opftuch-U
rteil,in:F

A
Z
 O

nline vom
 24.09.2003; P

atrick B
ahners,K

opfsache,in:F
A
Z
 O

nline vom
 

24.09.2003; B
ayern,H

essen und N
iedersachsen w

ollen K
opftücher verbieten,F

A
Z
 N

et vom
 24.09.2003; R

einhard 

（
一
二
一
五
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

二
七
四

M
üller,K

opftuch-U
rteil,in:F

A
Z
 O

nline vom
 25.09.2003; M

artin K
lingst,D

as K
opftuch-U

rteil,in:Z
eil O

nline vom
 25.09.2003; 

G
ero von R

andow
,D

as K
opftuch-U

rteil,in:Z
eit O

nline vom
 25.09.2003; S

ieben L
äder für G

esetz gegen K
opftuch im

 

U
nterricht,in:F

A
Z
 O

nline vom
 10.10.2003; B

aden-W
ürtenberg prescht vor :K

opftuchverbot per G
esetz,in:S

piegel O
nline vom

 

28.10.2003; O
liver B

aentsch,R
eligionsstreit in E

uropa,in:S
piegel O

nline vom
 30.10.2003; F

rankreich:C
hirak für V

erbot von 

K
opftüchern in S

chulen,in:F
A
Z
 O

nline vom
 10.12.2003; K

opftuchverbot beschlossen,in:F
A
Z
 O

nline vom
 13.01.2004;W

olfgang 

G
ünter L

erch,K
opftuchstreit:S

ym
bol und R

eligionsfriede,in:F
A
Z
 O

nline vom
 19.01.2004; Jochen L

effers,K
opftuchkonflikt:

M
uslim

ische L
ehrerin w

ill ins A
usland,in:S

piegel O
nline vom

 17.08.2004; B
aden W

ürttenberg,M
uslim

ische L
ehrerin beendet 

K
opftuchstreit,in:S

piegel O
nline vom

 08.10.2004; U
rteil:A

uch N
onnen m

üssen jetzt oben ohne,in: S
piegel O

nline vom
 

09.10.2004; N
onnen an S

chulen,in:S
piegel O

nline vom
 12.10.2004; T

ürkisches K
opftuchverbot:E

rdogans T
öchter studieren in 

den U
S
A
,in:S

piegel O
nline vom

 20.10.2004; B
izarrer R

echtsstreit: Ist die B
askenm

ütze auch ein K
opftuch ? in: S

piegel O
nline 

vom
 15.02.2007; N

ordrhein-:G
ericht bestätigt K

opftuchverbot,in:S
piegel O

nline vom
 16.10.2008

参
照
。

（
4
） P

ressem
itteilung

（
註
．2
）（2003
）,S.1
参
照
。

（
5
） P

ressem
itteilung

（
註
．2
）（2003

）,S.1
参
照
。

（
6
） P

ressem
itteilung

（
註
．2
）（2003

）,S.1

参
照
。

（
7
） P

ressem
itteilung

（
註
．2
）（2003

）,S.2

参
照
。

（
8
） P

ressem
itteilung

（
註
．2
）（2003

）,S.2

参
照
。

（
9
） P

ressem
itteilung

（
註
．2
）（2003

）,S.2

参
照
。

（
10
） P

ressem
itteilung

（
註
．2
）（2003

）,S.2f.

参
照
。

（
11
） P

ressem
itteilung

（
註
．2
）（2003

）,S.3

参
照
。

（
12
） P

ressem
itteilung

（
註
．2
）（2003

）,S.3f.

参
照
。

（
13
） P

ressem
itteilung

（
註
．2
）（2003

）,S.4

参
照
。

（
一
二
一
六
）



イ
ス
ラ
ム
頭
巾
着
用
禁
止
、
信
教
の
自
由
及
び
国
家
の
宗
教
的
中
立
：
二
〇
〇
三
年
及
び
二
〇
一
五
年
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
決
を
巡
っ
て
（
小
林
）

二
七
五

（
14
） P

ressem
itteilung

（
註
．1
）（2015

）,S.1

参
照
。

（
15
） P

ressem
itteilung N

r.22/2014 vom
 13.M

ärz 2014

参
照
。

（
16
） P

ressem
itteilung

（
註
．1
）（2015

）,S.2f.

参
照
。

（
17
） P

ressem
itteilung

（
註
．1
）（2015

）,S.3

参
照
。

（
18
） P

ressem
itteilung

（
註
．1
）（2015

）,S.3

参
照
。

（
19
） P

ressem
itteilung

（
註
．1
）（2015

）,S.3

参
照
。

（
20
） P

ressem
itteilung

（
註
．1
）（2015

）,S.4

参
照
。

（
21
） P

ressem
itteilung

（
註
．1
）（2015

）,S.4

参
照
。

（
22
） P

ressem
itteilung

（
註
．1
）（2015

）,S.4

参
照
。

（
23
） P

ressem
itteilung

（
註
．1
）（2015

）,S.4

参
照
。

（
24
） P

ressem
itteilung

（
註
．1
）（2015
）,S.4

参
照
。

（
25
） P

ressem
itteilung

（
註
．1
）（2015
）,S.4
参
照
。

（
26
） P

ressem
itteilung

（
註
．1
）（2015

）,S.4f.
参
照
。

（
27
） P

ressem
itteilung

（
註
．1
）（2015

）,S.5

参
照
。

（
28
） P

ressem
itteilung

（
註
．1
）（2015

）,S.5

参
照
。

（
29
） P

ressem
itteilung

（
註
．1
）（2015

）,S.5f.

参
照
。

（
30
） P

ressem
itteilung

（
註
．1
）（2015

）,S.6

参
照
。

（
31
） P

ressem
itteilung

（
註
．1
）（2015

）,S.6f.

参
照
。

（
32
） P

ressem
itteilung

（
註
．1
）（2015

）,S.7

参
照
。

（
33
） P

ressem
itteilung

（
註
．1
）（2015

）,S.7

参
照
。

（
34
） P

ressem
itteilung

（
註
．1
）（2015

）,S.7

参
照
。

（
一
二
一
七
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

二
七
六

（
35
） P

ressem
itteilung

（
註
．1
）（2015

）,S.7

参
照
。

（
36
） P

ressem
itteilung

（
註
．1
）（2015

）,S.7f.

参
照
。

（
37
） P

ressem
itteilung

（
註
．1
）（2015

）,S.8

参
照
。

（
38
） P

ressem
itteilung

（
註
．1
）（2015

）,S.8

参
照
。

（
39
） B

V
erfG

E
 108,282

（
40
） P

ressem
itteilung

（
註
．1
）（2015

）,S.8f.

参
照
。

（
41
） P

ressem
itteilung

（
註
．1
）（2015

）,S.9

参
照
。

（
42
） P

ressem
itteilung

（
註
．1
）（2015

）,S.9

参
照
。

（
43
） P

ressem
itteilung

（
註
．1
）（2015

）,S.9

参
照
。

（
44
） P

ressem
itteilung

（
註
．1
）（2015

）,S.9f.

参
照
。

（
45
） P

ressem
itteilung

（
註
．1
）（2015
）,S.10

参
照
。

（
一
二
一
八
）
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